
はじめに

腸間膜嚢腫は稀な疾患であり，様々な病変が含まれる．

これらのほとんどはリンパ管由来の嚢腫であるが，中皮

由来の嚢胞性病変，中でも結腸腸間膜に発生する benign

multicystic mesothelioma（良性多嚢胞性中皮腫）の頻度は

さらに低い．今回我々は，腸間膜嚢腫の診断で手術を施

行し，術後病理組織学的に benign multicystic mesothe-

lioma と診断された一例を経験したので，報告する．

症 例

４４歳・女性

主訴：なし（健診異常）

既往歴：急性虫垂炎手術（１０歳），帝王切開（２６歳，３６

歳），子宮ポリープ切除（４３歳）

家族歴：特記事項なし

現病歴：２０１０年７月婦人科健診にて腹水貯留を指摘さ

れ，精査加療目的で当院紹介受診した．

初診時現症：

体温：３６．３℃，血圧：１０８／６８mmHg，脈拍：７４／min

腹部：平坦軟，腫瘤触知せず，手術瘢痕あり（右下腹

部・下腹部正中）

入院時血液検査所見：血算，生化学，凝固機能に異常

を認めなかった．CEA や CA１９‐９の腫瘍マーカーにも

異常を認めなかった．

腹部造影 CT 検査（図１）：上行結腸から横行結腸の

周囲に，不規則に広がる液体貯留を示し，内部に造影効

果のある隔壁を伴った多房性嚢胞性腫瘤を認めた．また

PET-CT 検査では腫瘤に異常集積を認めなかった．

腹部造影 MRI 検査（図２）：同結腸周囲に T１強調画

像で低信号，T２強調画像で高信号を示す，多房性嚢胞

性腫瘤を認めた．
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要 旨：症例は４４歳女性．婦人科健診にて腹水貯留を疑われ，精査加療目的で当院紹介受診となった．

腹部造影 CT 検査を施行，上行結腸から横行結腸周囲に造影効果のある隔壁を持ち、液体を貯留した

多房性腫瘤を認めた．腹部造影 MRI 検査でも T１強調画像で低信号，T２強調画像で高信号を示し

た．これら画像所見より結腸腸管膜嚢腫と診断，その中でも頻度が高いリンパ管腫を疑った．無症状

であったため経過観察となり，定期的に腹部 CT 検査を施行した．変化を認めなかったが，悪性の可

能性や今後の増大等の可能性を考慮し，手術となった．手術時上行結腸から横行結腸肝弯曲部周囲に

淡黄色透明の液体を含んだ多房性嚢胞性病変が広範に認められた．嚢胞性病変のみの摘出は困難と判

断され，開腹結腸右半切除が施行された．病理組織学的には一層の扁平な中皮細胞で構成された嚢胞

で，結腸腸間膜に発生した benign multicystic mesothelioma と診断された．結腸腸間膜のみに発生す

る benign multicystic mesothelioma は極めて稀である．文献的考察を含めて報告する．
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（mesenteric tumor）
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